
令和2年度 厚生労働省
母子保健指導者養成研修
研修４ 妊娠期からの児童虐待防止に関する研修

妊娠期からの児童虐待防止に関する研修

児童相談所における予防的対応
～養育者主体の“子ども安全”づくりに向けて
～

視聴期間：令和２年１１月２４日～１２月２４日
千葉県柏児童相談所 所長 渡邉 直

• 児童相談所 子どもに関するあらゆる問題について
家族などからの相談に応じる行政機関

• 児童相談所の仕事
相談判定 市区町村支援 一時保護 措置

• 近年の虐待対応：地域に住む子どもの“安全・安心”に
重大な問題があるという疑いがあるという通告が
なされると、家族が望んでいなくても声掛けをする

• 申請主義（相談・ 支援：契約）←採算性 2000年まで

• 職権主義（介入：措置）←公共性 2000年以降

• 通告受理機関（市区町村と児相）行政側の判断（
通 告）によるスタート

児童相談所における虐待対応の現状

•なぜ声掛けするのか
子どもの安全に関する共同責任

公共性

•権限行使をすることに対して

＞ 採算性

説明責任（合意形成）

• 「通告したのは誰だ」
「勝手に家庭の事に口出ししやがって」 など
児相の権限行使を不本意に感じる人も多い

•対立してしまいやすい（ニーズの不一致）
ニーズが伴う申請主義に対する対応とは違う

児童相談所における虐待対応の現状

〔非暴力の文化定着
〕

虐待防止対策のステージ

発生予防
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安全 直接支援ある程度安全

ポピュレーション調整機能ハイリ
スク地域の学校保育所

等

安全でない

一時保護 里親・施設

安全・安心感醸成
非暴力コミュニケーショ

ン
の確実な定着

機中八策
生理的充足

・さらに頻度・深刻度・子どもの影響性によっては… 
または 子どもの姿が確認できない
養育者が養育姿勢を変えようとしない
（しつけであり虐待ではないとの主張を変えようとせず

子どもに対する養育者による権利侵害行為が止まらない）

• より強い権限行使をしなくてはいけない
一時保護（家庭という密室の中で何が起きているの か
を調査するための保護を含む） さらに強い対立

• 「子どもを返せ～っ!!」と乗り込んでくる力を利用して レ
バレッジ（leverage）「てこ（レバー：lever）の原理」援用
対話の土俵に乗ってもらう返さないとは言っていない
いつもと違って何があったから大事（おおごと）になっ
た？いつもはどううまくやっている？

児童相談所における虐待対応の現状

◆例外
【Safety】

◆工夫
【Strength】

○家族自らが考える
子ども安全の仕組み

○家族自らが 事
を解決できるよう
考えられるよう
サポートする

○家族は誰の協力を得て
子どもに起きた危害を
決して繰り返さないのか
【SafetyPerson】
【SocialNetwork】

◆家族のビジョン

＊どんな子に育ってほしい？
＊どんな家族をつくりたい？

ex)笑顔が絶えない明るく
楽しい家族

◆何が起きているのを
見たい？
【SafetyGoal】

◆危害が継続することに
よる機関の心配

どれぐらいの確率でどのようなこ
とが子どもの身に起きるのか
（未来予測スケーリング）
【DangerStatement】

◆子どもに
起きた危害
発生の
４W1H
【Harm】
◆その他の
困難要因

初動からの家族支援イメージ

図子どもの安全について話す考え方の枠
組み

© Susie Essex. 2008 Graphics by Seren Gill

◇単一機関と一対一ではなく団体戦：複数人数とのセーフティミーティングにより“みんなで”プランを進行管理・モニタリングする仕組づくり
◇みんなに参加してもらい秘密裡に家庭の中だけで循環するシステムにクサビを打つ（秘密に加担せずオープンにする仕組みづくり）

◇プログラムやサービスを押しつければ良いのと
は違う ◆ 危害が回避される

具体のプラン
【SafetyPlan】

◇“指導”とは一連の過程全
体

家族のビジョン実現にむけ
家族の強みが誰かの協力を得る
中 子どもを護るかたちで活か
される

◆機関として譲れない
ところ（一線）
【BottomLine】
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• 一時保護がゴールではない

• アプローチ（スタンス）にかかっているところがある

• 一方、介入する側も対立構造を嫌う
ケース対応が怖い、どう言ったらいいかわからない、
所属からの通告は所属での見守り
次何かあったら知らせてください
で終わりにしてしまったり・・・
事を荒立てなくない所属と対応を忌避する通告受理機関

Win-Win

↓↓↓

•見守りという名の放置無かったことにしてしまう

児童相談所における虐待対応の現状

•寄り添い過ぎの姿勢
• 親御さんの気持はわかります

• お子さんには特徴があるので確かに育てにくさがあるかもです
ね

• それゆえにお子さんに合った対応の仕方を知っておいた方が
いいです

• 児相の心理の先生にみてもらいましょう

子どもが問題フォーマット

知らず知らず性格行動相談の主訴に変容してしまう

児童相談所における虐待対応の現状

• 虐待は子どもの問題ではない
• 親（行為者）の行動言動選択の問題
• そのことにより子どもが怖くて嫌な痛い辛い思いをする
• 子どもを取り巻く家族全体（拡大家族＋）を対象
• 対話（アセスメント）を通じて（対話により家族と協働関 係
を創り）子どもの安全の確保を軸に家族の自己組織 化を
促進し家族が主体（者として）で子どもの安全づくり を構
築する（当事者性）ことを支援するスタンス

• 家族を変えるのではなくシステムを変える
• 危害発生パターン時の親の認識を変える＜システムを
変更し回避する（家族のみならず家族の関係者や複数
の人々を対象）

• 変容モデル＜回避モデル

児童相談所における虐待対応の現状

• 聞かれたら“助言”してしまう
• 相談：助言・指導、その他の援助
相談援助に従事する者の魂「どうしたらいいか？」と聞かれると
答えたくなる
助言すると「責任」は助言した側にくる
（あなたがいうようにやったけどうまくいかないじゃない
） 安全責任は親に第一義的にある
申請主義ベースなら「助言」スタンスは通用するかもしれないけど、
子どもの安全問題に関してであると
聞かれて答えた側にその責任が返ってきてしまう
（責任主体の問題＋当事者モチベーション空洞化）

• 家庭という密室において子どもの安全を作っていく主体
それは家族であり私たち支援者ではない

• 援助者が一生懸命になるのではなく 家
族が一生懸命になれた方がいい

児童相談所における虐待対応の現状

児童相談所における虐待対応の現状
• 相談：助言・指導、その他の援助

• 助言とは一般的なシンプルなアドバイスではない簡便
で即効性のある、どこにで もあ りが ちな 、
「常識的な」ものでも 「一方的な」ものでもない 対
象者のプロセスに応じた、きめ細やかなもの

• 相談も、単なる日常的な相談ではなく 、
対象者の過去、現在、これからを踏まえて行い、 相
談時の様子にも注意する
＊きわめて微妙に調整されたもの
＊上から下への指導となったり 知
識やサービスを一方的に
提供するという関係になりがち・・ ・

＊横並びの関係や対象者の主体性を引き出す関係
公認心理師必携テキスト 公認心理師の役割抜粋

•注意喚起のみの対応
「虐待はしちゃダメですよ」
「子どもに悪影響がありますからね」
「今の対応を続けると子どもの問題行動が

逆に増えていきますよ～」

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
• 虐待（親）や非行（子）など
ニーズの乏しいところに権限を行使
「いうことをきかせよう」と上から
命令、助言・指導、指示、訓戒、誓約 等をしようとすれば
ヒトは「いうことをきいてくれる」ようになるか

• むしろあからさまな反発〔あるいは面従腹背の構造〕とならないだろうか
• 「非暴力で!!」と命令、指示、誓約事項が義務になった瞬間 つまらないも

のになる ヒトから強制されたらそれらが“仕事”になって楽しさなどは消
え てしまう 主体的なモチベーションが低下する

児童相談所における虐待対応の現状
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•注意喚起のみの対応
「虐待はしちゃダメですよ」
「子どもに悪影響がありますからね」
「今の対応を続けると子どもの問題行動が

逆に増えていきますよ～」

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
•子どもの安全を確保することは対人関係の交渉の中（プロセス）で行うこと
•ルールの押しつけだけでしようとすると中味が空洞化する
•ルールの徹底化で対人交渉は成立しない
•必要なのは、子どもを守るための一貫した連続性のある対話による関わり
•それが関係者でできるようになる共通言語の形成 質
問するプロセス
そのための進行管理を適正にできる体制が実現できること
（当事者モチベーション空洞化＋責任主体の問題）

児童相談所における虐待対応の現状

•注意喚起のみの対応
「虐待はしちゃダメですよ」
「子どもに悪影響がありますからね」
「今の対応を続けると子どもの問題行動が

逆に増えていきますよ～」

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

• 社会の反応としても（知らされると）
子どもへの権利侵害を“しないでほしい” と。 そし
て援助者もその熱い思いを抱いてしまう。

• 「機中八策®」でいう
当事者へのブルーカード切り

コラーゲンは熱に弱い ・ ・ ・

児童相談所における虐待対応の現状

•やった •やらない 議論 に陥ってし
まう
刑事司法 法医学連携 虐待の疎明 虐待を認めさせ
る もちろんアンカーポイントはわかった方がいい

• しつけと虐待議論 に陥ってしまう
親の意図ではなく子どもが親の行為言動をどうとらえ
るか 子ども虐待問題は子どもの安全安心の問題

児童相談所における虐待対応の現状

子ども虐待対応の仕
事申請主義（相談•支援：契約）と職権主義（介入：措置）

• このような
子どもの“安全”に係る仕事は、一人で 一
つの機関で対応できるものではない

• 多機関連携（要保護児童対策地域協議会、

保健医療、里親•児童福祉施設、教育、刑事

司法等）のもとでの仕事

• “つなぐ”≒みんなが繋がる≒〔抱え込まない〕

児童相談所における虐待対応の現状

引用元：厚生労働省ＨＰ

虐待防止対策のステージ

発

〔一

通告・受理→調査・評価→一時保護→分離保護〔措置〕
アセスメント ↓ 在宅支援〔措置〕

一時保護 ↓
↑ ↓
←←←←←←←←←

子育て包括～支援拠点～児
相

個 個 個 個
パターン把握

境界ルール
機中八策®  

ビ ジ ョン

確実な
安 全確
保 プ ラ
ン 構
築

「安全」の度合い〔頻度・深刻度・子どもの影響〕グラデーション

緊急度 該

発生時の 被虐待児
等

生予防
迅速な対応 への支援

次予防〕
〔二次予防〕 〔三次予防
〕

当なし Ｃ Ｂ Ａ ＡＡ安全 直接支援ある程度安全 安全でな
い ポピュレーション 調整機能ハイリスク

地域の学校保育所
等

一時保護 里親 •施設

〔非暴力の文化定着
〕 安全 •安心感醸成
非暴力コミュニケーション

の確実な定着

機中八策
生理的充足

いずれにし
ろこのように
“こと”が起きてからの対応で
は 社会的にもコストがかかっ
てしまう
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もうひと
つ起きる前の予防
策非暴力の共
有

児童相談所長が考案した非暴力コミュ ニ ケ ー シ ョン パ ッケージ

コ ミ ュニケーシ ョンを活性化させるコラーゲン
頭文字つづりで覚える非暴力コミュニケーションの具

体策 やる気をアップさせる八つの秘策

ど な ら な い
デ ィ ス ら な い 非 暴 力 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 具 体 策

対 話 を ス ム ー ズ に 進 め る コ ツ
非暴力コミ ュニケーシ ョ ンによ り 、た く さ んの成功体
験を ! !

•非専門的で、プログラムではないもの、頭文字つづり程度で
覚えられ、気楽に習得できるパッケージ程度のもの

• これを各個人にインストールするイメージ

•援助者も日常生活の中で、例えば、子どもや夫婦間、上司と部
下など、感情移入しやすい近しいヒトと始終同じ顔を突き合わ
せていると、キレる沸点が低くなりトラブルも増えるものであ
る

• けど、そのイライラを「怒鳴る」とか「叩く」「いやみをいう」
「ディスる」「否定する」という暴力的なコミュニケーションで 発
散してほしくない。いわば“いじめ”になる前に、いった ん立ち
止まって離れ、落ち着いてほしい

• では、気づくにはどうしたらいいか。それは「ひどいおとぎ ば
なし」という行動（ことば）のカードを切りそうになった時 がサイ
ンである

める （褒める）

つ （待つ）

ほ ま

れ んしゅう （練習）

か わり（代）にすることを提示

が んきょう（環境）づくり
いつも ち かづいて おだやかに し ずかな 環境

や くそく（約 束）

き もち（気持）に理解を示す
を ちつく（落ち着く）

ひ ていけい（否定形）

ど （怒）鳴る叩く

い や（嫌）み

お ど（脅）す

と （ 問 ） う 聞く考えさせる

ぎ （疑）問形

ば つ（罰）をあたえる

なし なじる（人格否定形

）

あなたは 相手が してほしくない行動をした ある
いは してほしい行動をしない そんな場面に直
面した時どの色のどの行動・ことばの切り札を切りますか？

▼コミュニケーションを円滑に
する オレンジカード

▼伝わりにくいコミュニケー
ション ブルーカード
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機中八策®

位置づけ（関係図）

ペアプロ

ペアトレ専
門
性

対象者が広い
文化としての定着へ

（頭文字つづりで覚えるだけ）

高
い

低
い

•非専門的で、プログラムではないもの、頭文字つづり程度で
覚えられ、気楽に習得できるパッケージ程度のもの

• これを各個人にインストールするイメージ

•援助者も日常生活の中で、例えば、子どもや夫婦間、上司と部
下など、感情移入しやすい近しいヒトと始終同じ顔を突き合わ
せていると、キレる沸点が低くなりトラブルも増えるものであ
る

• けど、そのイライラを「怒鳴る」とか「叩く」「いやみをいう」
「ディスる」「否定する」という暴力的なコミュニケーションで 発
散してほしくない。いわば“いじめ”になる前に、いった ん立ち
止まって離れ、落ち着いてほしい

• では、気づくにはどうしたらいいか。それは「ひどいおとぎ ば
なし」という行動（ことば）のカードを切りそうになった時 がサイ
ンである

• 「ほまれかがやきを」カードが切れるようになるためには、少
しの練習が必要となる。繰り返すことによって「形（（かた）」と
して取り入れ定着させ、無意識的に動かしていけるようにす
るのである

• これが「機中八策®」という頭文字つづりの合言葉で覚える
非暴力コミュニケーションの具体策である
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例 ： 宿 題 を せ ず テ レ ビ を 見 て い る

ブルーカード

１ ． 何 やってんの ぎ 疑問形

２ ． いつも言 ってるでしょ ど 怒鳴る（ 叩 く
）

３ ． テ レ ビばっか見るな って ひ 否定形・ 禁止

お 脅す

ば 罰を与える

と 問 う・ 聞 く・ 考えさせる

なし なじる（ 人格否定）

４ ． 今日は承知しないよ

５ ． Ｔ Ｖ ばっか見てるから
一週間Ｔ Ｖ なし

６ ． 今、 何する時間？
宿題はやったの？

７ ． 何 回 言っ て もわから ない
バカじゃないの

８ ． い つもこうだ とい いのにねい 嫌みを言う（ 一言ネガ）

なぜ、このような状況に？

• ヒトとしての反応
–自己保存（ブルーカード：ひどいおとぎばな
し） つい反応してしまう 後頭部

気づきスイッチ

• 自分の傾向に気づく
• ブルーを切りそうになったら
（基本こちらは無意識的反応として切ること
が普通）

• ストップ
• 既に持っている切り札カードだけど
意識しないとなかなか切れないオレンジへ
意識して切り替える
その装置

装置
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オレンジカード

お 落ち着く（ 感 情 ）

ま 待つ

が いちおし環境づくり

１ ． 深呼吸（ き りか え ）

２ ． 「 テレビ消 してくれ る 」 等子
どもも話せる状態を待ち

３ ． 穏やかに 静かに 近づき
（ 環境）

４ ． テレビ見たいよね でも き 気持ちに理解を示す

５ ． まずは宿題してほしい か 代わりの行動を提示

や 約束

れ 練習（ 確認・ 反復）

６ ． わかった？『 わかった 』

７ ． じゃ学校から帰ってきたら
まず何する？

８ ． え らい あ りが と う 宿題
終わったらＴＶ見ていいよ ほ 褒める

どちらの方が、子どもとの関係性がいいまま行動（言動）を社会的に
ＯＫな方向にスムーズに切り替えていってもらえそうですか？

なぜ、このような状況に？

• ヒトとしての反応

–種の保存（オレンジカード：ほまれかがやきを）
前頭葉持ってない手持ち札ではない 冷

静であれば切れる
けどなかなか切れるものではない
だから練習が必要になる

• 「ほまれかがやきを」カードが切れるようになるために
は、少 しの練習が必要となる。繰り返すことによって「
形（かた）」と して取り入れ定着させ、無意識的に動かして
いけるようにす るのである

• これが「機中八策®」という頭文字つづりの合言葉で覚
える 非暴力コミュニケーションの具体策である

「機中八策® 」とは
専門性の高いペアレント •トレーニングでもペアレント •プログラムでもあ
りません

• どこにでもある、誰もがあたり前のように使っている行動 •言葉をカード 化
して、「ひどいおとぎばなし」「ほまれかがやきを」と、頭文字つづりで覚 え
やすいようパッケージ化したものです。

• 暴力的な雰囲気を醸し出し、そのカードを切られた人が青ざめてしまうよ う
な行動の切り札は、ブルーカードとして「ひ •ど •い •お •と •ぎ •ば •なし」 の８
枚

• 非暴力的な雰囲気で、そのカードを切られた人がほっこり温かな気持ち に
なる行動の切り札は、オレンジカードとして「ほ •ま •れ •か •が •や •き •  を
」の８枚としました。

• 合計１６枚のカードで非暴力コミュニケーションに気づきやすくするための
「気づきスイッチ（≒装置）」です。

• ２０１２年の日本子ども虐待防止学会（JaSPCAN）高知りょうま大会の 帰り
の飛行「機」の中で閃いたので、「機」中八策® と命名しました。

• 「ほうれんそう」や「いかのおすし」「まごはやさしい」などと同じように、非
暴力を頭文字つづりで覚え、地域で「非暴力って「ほまれかがやきを」で しょ
」と、あたり前なものとして「文化」として定着していけたら幸いです。

ブルーカードは無意識的に切れるカードです（自己保存反応）

オレンジカードは手持ちの切り札として既にお手持ちのカ ー
ドと思います。しかし、ヒトには感情があるので、意識し ない
とオレンジカードは、切れるものではありません
（種の保存反応）

あなたがブルーカードを切る傾向にあるならば、オレンジ カ
ードが切れるようになる「気づきスイッチ（装置）」として「機
中八策® 」を活用してください

日常生活でオレンジカードがスムーズに切れるようになる
には「練習」が必要です

子どもはオレンジカードを切られることで「これでいいんだ」
という自信 •自己肯定感•自己効力感が醸成されます

たくさんの成功体験をした子どもは自分で自分のことが で
きる（考えられる）ヒトとして育ちます

• このようなシンプルなものをスピーディーに自分
にインス トールし、チームの共通言語とする

• でも、これをひとりで完璧にできるよう気負わなくて
も構わない

• ひとつのユニット（チーム：家族）内だけではなく、地域の
みんなの合言葉とできれば、お互いに声かけあう、穏
やか につながり支えあえられる、人に優しいコミュニ
ティー文化が醸成できるであろう

• ひとつのチームの中の雰囲気が形成されると、それ
が機 関と機関との間の対話においても可能となり、
さらには 援助者と養育者等との対話、そして、地域全
体に非暴力コミュニケーションで繋がれることの「入
れ子の構造」モデ ルとしての輪が広がりとして般化
させるのである
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•援助者の元気が家族との対話においても上から目線
に ならずに済む余裕につながり、フラットで脅かされ
ることの ないパラレルプロセスの実現になると思わ
れる。もって注意喚起“プラス”の対応が恒常的に可
能となる組織づくり に寄与すると思われる

•一方、子どもの体験レベルでは、家庭内だけでなく、
その 子どもが過ごす多くの場面において、護り抜か
れる安心感、安定感が確保されるもとで、「それでい
い」と“良い” が出される地域文化が形成されると、ヒ
トに優しいつなが りあえる共生へと展開すると思わ
れる

虐待防止対策のステージ
子どもの「安全」の度合いグラデーション

〔非暴力の文化定着
〕 安全 •安心感醸
成

生理的充足

発生予防

〔一次予防〕

発生時の

迅速な対応

〔二次予防〕

被虐待児等
への支援

〔三次予防〕

「安全」の度合い〔頻度・深刻度・子どもの影響〕グラデーション

通告・受理→調査・評価→一時保護→分離保護〔措置〕
アセスメント

一時保護
↓ 在宅支援〔措置〕
↓

↑ ↓
←←←←←←←←←

直接支援
調整機能

子育て包括～支援拠点～児
相

パターン把

握 境界ル
ール 機中
八策® ビ
ジ ョン

個 個 個 個
確実な
安 全確
保 プ ラ
ン 構
築

虐待防止対策のステージ ☜ 強みを活かす

やれたらいいなと思うこと・・・

•発生してからかかわる＜発生する前に手を打つ
本当は・・・起きる前の予防策の社会的構築化

•サービスを充実するだけでは体罰・暴言は減らない

•社会全体の体罰や不適切養育を容認する育児文化の修正

幼児、思春期、大人同士・・・世代性別・・・共通言語化

非暴力の共有
ひとりでは難しい☜ リマインドできる地域再生

雰囲気づくり ☞ “文化”としての定着へ

•そのためにできることに取組み、沢山の成功体験を地域で!!

ご静聴ありがとうございました


